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業務の内容 

業務の概要 

背景と目的 

島根県では、平成 4 年に「ふるさと島根定住財団（以下、定住財団）を立ち上げ、移住希

望者に対する支援制度を確立し、都市部における相談窓口の設置や人材誘致機能の強化を

行うなど他県に先駆けて移住・定住対策を推進してきた。 

また、平成 28 年度には都市部の移住希望者や既に島根に移住してきた方等を対象に移住

に係る意識調査を実施した。調査により「現在の地域に暮らし続けたい」という意向を持つ

者が移住者の半数程度しかいないことが分かったため、市町村と協調して移住者の定着支

援を強化したところである。 

前回調査から７年が経過し、この間地方創生の取組の進展により地方自治体間の移住者

獲得競争が激しくなったほか、コロナ禍を経て地方移住への関心の変化や転職なき移住と

いった新しい移住スタイルも現れている。 

近年は、全国的に人口減少が課題となる中、他の自治体も移住・定住対策に力を入れてお

り、取組みを拡大している状況。 

そこで、現在の定住施策の点検とコロナ禍を経た移住検討層・実践層の意識やニーズを把

握し、今後の施策の方向性を検討するため、島根県への移住希望者や既に島根に移住してき

た方等を対象に移住に係る意識調査を実施する。 
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実施期間及び対象範囲 

実施期間： 令和 5年 6月 12日 ～ 令和 6年 3月 31日 

対象範囲：  （１） 移住実践者（島根への移住実践層） 

  （２） 移住希望者 1（島根への移住検討層） 

低関心層 検討層 実践層 

■目指すもの 

属性別の施策ニーズ 

ステップアップの条件・課題 

【
施
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】 

【目指す成果】 

定住継続 関心層 



  （３） 移住希望者 2（島根への移住関心層） 

  （４） U ターンに低関心な者（島根への移住低関心層） 

実施項目 

本業務の実施項目は、下表に示すとおりである。 

なお、調査票はインターネットを活用したアンケート調査（Microsoft Forms）により電子的に回

収し、回答率向上のためデジタルギフトとして回答者に謝礼を送付した。調査票の送付は、Web

アンケート調査票ページへのリンクを送付することによって実施した。また、各調査の一部の対象

者に対して、ヒアリング調査を実施した。各調査で得られた回答から課題分析をし、今後の施策検

討の基礎資料とする。 

 

業務項目 一覧 

業務項目 対象者と調査手法 

（1）移住実践者への調査 

（島根への移住実践層） 

平成 30年～令和 4年にくらしまねっと登録企業へ就職した

者を対象とした。就職先の企業を介して、移住者及び同伴家

族へアンケート調査票を送付した。 

回収率向上のため、企業宛に電話案内を実施した。 

（2）移住希望者への調査１ 

（島根への移住検討層） 

くらしまねっとに「求職登録」(Web履歴書入力)している県外

在住者（約 2,400名）を対象とした。登録者へアンケート調

査票を送付した。回収率向上のため、求職登録者宛のチラ

シ送付、及び定住財団が実施する「しまね移住フェア」にて

来場者に案内の声掛けを実施した。 

（3）移住希望者への調査 2 

（島根への移住関心層） 

県外在住の島根県出身者等で、移住に関心を持つ者を対

象とした。くらしまねっと登録者のうち求職登録者を除く者へ

アンケート調査票を送付すると共に、くらしまねっとに調査票

へ誘導するバナーを設置し、サイト閲覧者に対し調査を実施

した。 

（4）U ターンに低関心な者への調査 

（島根への移住低関心層） 

島根県出身者のうちU ターンの意向が低い者を対象とし

た。定住財団が実施する「しまねサプリプロジェクト」に参加

する者に対し、アンケート調査票を送付した。 

※ くらしまねっと：定住財団が実施する無料職業紹介サイト 

※ しまねサプリプロジェクト：県内在住者から県外在住の出身者へ物品およびメッセージを送付

し U ターンを促進する事業 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

業務の内容 

移住実践者への調査（島根への移住実践層） 

調査の目的 

島根県にＵＩターンをした方を対象として、アンケート調査を実施した。主な狙いは、①ＵＩ

ターンの意思決定への影響要因分析、②ＵＩターン後の県内定住継続に向けた要因分析等を行

うことで、今後の移住・定住促進施策のターゲットの設定や施策検討の基礎資料とすることを目的

とする。 

 

調査対象者 

平成 30年～令和 4年にくらしまねっと登録企業へ就職した者を対象とし、就職先の企業を介し

てアンケート調査票を送付した。なお、くらしまねっと登録企業への就職者に加えて、その同伴家

族も調査対象とするため、調査票の冒頭で同伴家族への回答依頼を実施した。 

 

調査票の設計 

■アンケート項目 

No. 項目 

1 回答者属性（性別、年齢、現住所、UI ターン直前の住所、転入した年月） 

2 U ターン／I ターンのどちらか 

3 出身地（U ターンの場合、I ターンの場合） 

4 島根県との関係 

5 一緒に移住した家族の有無 

6 一緒に移住した家族の構成、当時の子どもの年齢 

7 UI ターンを考えるようになった動機、そのなかで決め手になった動機 

8 UI ターン検討時に困ったことや不便を感じたこと、特に困ったことや不便を感じたこと 

9 UI ターン後に困ったことや不便を感じたこと、特に困ったことや不便を感じたこと 

10 UI ターンする前に特に重視した項目（仕事、生活環境、医療福祉、教育・子育て） 

11 現在の生活の満足度 

12 UI ターン直前の就学・雇用形態、業種 

13 UI ターン直前の世帯年収 

14 現在の就学・雇用形態、業種 

15 希望する職業かどうか 

16 現在の職業の継続意向 

17 現在の世帯年収 

18 現在の住宅形態 

19 ＵＩターンする際に住宅をみつけた方法 



20 UI ターンする際に住宅を探す上で困ったことや不便に感じたこと 

21 現在の近所付き合いの程度 

22 今後の近隣住民との付き合い方 

23 地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへの現在の参加状況 

24 地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへの今後希望する参加状況 

25 現在の地域への居住継続意向と、その理由 

26 UI ターン情報の収集に利用した情報・サービス等 

27 UI ターンする際に受けた支援制度 

28 UI ターンについて必要だと感じている施策やご意見・ご感想 

調査票の回収 

項目 内容 

調査期間 令和 5年 6月 15日（木）～令和 5年 10月 31日（火） 

回収数 500 

（※ web回収数 514件中、14件は無効回答｜県外在住者） 

 

ヒアリング調査 

 ヒアリング調査の可否を問う設問で「協力する」と回答した者の一部に対して、UI ター

ンの動機の詳細と、定住継続のための条件を中心とする個別インタビューを実施した。 

 

集計・分析 

単純集計を行うとともに、ＵＩターン別など差異がみられる属性においてクロス集計を

し、ＵＩターンに向けた課題や定住促進のための課題やニーズを把握し、傾向分析を行った。 

 

移住希望者への調査１（島根への移住検討層） 

調査の目的 

くらしまねっとに「求職登録」している県外在住者を対象として、登録者へアンケート調査票を送

付した。主な狙いは、①島根県との接点の有無や興味・関心の程度やその理由を把握、②都

市部在住者と島根県とのつながりづくりを効果的に進める上での課題分析を行うことで、

ＵＩターンを促進するための広報戦略の立案に向けた基礎資料を得る事である。 

 

調査対象者 

くらしまねっとに「求職登録」（Web 履歴書入力）している県外在住者（約 2,400 名）を対象とした。

登録者へアンケート調査票を送付した。 

回収率向上のため、求職登録者宛のチラシ送付、及び定住財団が実施する「しまね移住フェア」

にて来場者に案内の声掛けを実施した。 

 

調査票の設計 

■アンケート項目 



No. 項目 

1 回答者属性（性別、年齢、現住所、出身地） 

2 島根県との関係 

3 現在同居している家族と子どもの年齢 

4 UI ターンを考えるようになった動機 

5 UI ターン後の生活を考える上で重視する項目（仕事、生活環境、医療福祉、教育・子育て） 

6 今後の UI ターン意向と希望する時期 

7 島根県以外に UI ターンを検討している地域の有無と、検討している地域 

8 UI ターンする際の不安と、そのうち最も大きな不安 

9 現在の就学・雇用形態、業種 

10 現在の世帯年収 

11 UI ターン後に希望する就学・雇用形態、業種 

12 UI ターン後に希望する世帯年収 

13 テレワークに関する意向 

14 現在の住居の形態 

15 UI ターン後に希望する住居の形態 

16 現在の近所付き合いの程度 

17 UI ターン後の近所付き合いの意向 

18 現在の島根県内の地域や活動とのつながり 

19 UI ターンを検討するにあたり困っていることや不便を感じていること、特に困っていること

や不便を感じていること 

20 UI ターン情報の収集に利用した情報・サービス等 

21 島根県、定住財団が実施する情報・サービスの満足度 

22 UI ターンについて必要だと感じている施策やご意見・ご感想 

 

調査票の回収 

項目 内容 

調査期間 令和 5年 6月 15日（木）～令和 5年 10月 31日（火） 

回収数 531 

 

ヒアリング調査 

 ヒアリング調査の可否を問う設問で「協力する」と回答した者の一部に対して、UI ター

ンの実現に向けた障壁や必要な施策、UI ターンの検討動機の詳細を中心とする個別インタ

ビューを実施した。 

 

集計・分析 

単純集計を行うとともに、年代別や出身地別など差異がみられる属性においてクロス集

計をし、ＵＩターンに向けた課題やニーズを把握し、傾向分析を行った。 

 



 

移住希望者への調査２（島根への移住関心層） 

調査の目的 

島根県へのＵＩターンについて、県外在住の島根県出身者等で移住に関心をもつ方を対

象としてアンケート調査を実施した。主な狙いは、①島根県との接点の有無や興味・関心の

程度やその理由の把握、②都市部在住者と島根県とのつながりづくりを効果的に進める上

での課題分析を行うことで、ＵＩターンを促進するための広報戦略の立案に向けた基礎資

料を得る事である。 

 

調査対象者 

くらしまねっと登録者のうち求職登録者を除く者へアンケート調査票を送付すると共に、くらしま

ねっとに調査票へ誘導するバナーを設置し、サイト閲覧者に対し調査を実施した。 

 

調査票の設計 

■アンケート項目 

No. 項目 

1 回答者属性（性別、年齢、現住所、出身地） 

2 島根県との関係 

3 現在同居している家族と子どもの年齢 

4 UI ターンを考えるようになった動機 

5 UI ターン後の生活を考える上で重視する項目（仕事、生活環境、医療福祉、教育・子育て） 

6 今後の UI ターン意向と希望する時期 

7 島根県以外に UI ターンを検討している地域の有無と、検討している地域 

8 UI ターンする際の不安と、そのうち最も大きな不安 

9 現在の就学・雇用形態、業種 

10 UI ターン後に希望する就学・雇用形態、業種 

11 現在の住居の形態 

12 UI ターン後に希望する住居の形態 

13 現在の島根県内の地域や活動とのつながり 

14 UI ターン情報の収集に利用した情報・サービス等 

15 島根県、定住財団が実施する情報・サービスの満足度 

16 UI ターンについて必要だと感じている施策やご意見・ご感想 

 

調査票の回収 

項目 内容 

調査期間 令和 5年 6月 15日（木）～令和 5年 10月 31日（火） 

回収数 540 

 



ヒアリング調査 

 ヒアリング調査の可否を問う設問で「協力する」と回答した者の一部に対して、UI ター

ンの興味・関心の程度やその理由、UI ターンの検討段階に進むための条件を中心とする個

別インタビューを実施した。 

 

集計・分析 

単純集計を行うとともに、年代別や出身地別など差異がみられる属性においてクロス集

計をし、ＵＩターンに向けた課題やニーズを把握し、傾向分析を行った。 

  



Ｕターンに低関心な者への調査（島根への移住低関心層） 

調査の目的 

島根県出身者のうち U ターンの意向が低い者を対象とした。定住財団が実施する「しま

ねサプリプロジェクト」に参加する者に対し、アンケート調査票を送付した。主な狙いは、

島根県へのＵＩターンに関心をもってもらうための課題分析を行うことで、今後の移住・定

住促進の広報戦略の立案に向けた基礎資料とすることである。 

 

調査対象者 

島根県出身者のうち U ターンの意向が低い者を対象とした。定住財団が実施する「しまねサプリ

プロジェクト」に参加する者に対し、アンケート調査票を送付した。 

 

調査票の設計 

■アンケート項目 

No. 項目 

1 回答者属性（性別、年齢、出身地） 

2 出身地における家族以外の大人との関わり 

3 現在の就学・雇用形態、業種 

4 仕事を選ぶ上で重視する項目 

5 「転職なき移住（テレワーク等）」が U ターンのきっかけ・後押しになるか 

6 しまねサプリプロジェクトの参加以前の島根県への U ターンに関する情報に触れる機会 

7 島根県への U ターンに関する情報媒体 

8 島根県外への転出理由 

9 今後の U ターンの意向 

10 U ターンを希望する時期 

11 現在 U ターンをしていない理由 

12 U ターンを検討するために必要な支援 

13 現在の島根県についての意見（自由記述） 

 

調査票の回収 

項目 内容 

調査期間 令和 5年 8月 8日（火）～令和 6年 1月 31日（水） 

回収数 169 

 

ヒアリング調査 

 ヒアリング調査の可否を問う設問で「協力する」と回答した者の一部に対して、U ターン

の関心の程度やその理由、U ターンを検討するための条件を中心とする個別インタビュー

を実施した。 

 



集計・分析 

単純集計により課題やニーズを把握し、傾向分析を行った。 

 

業務の工程 

本業務は、下表に示す工程で実施した。 

業務項目 令和5年 令和6年 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

(１)～（３）移住実践層・検討層・関心層への調査           

①調査票の設計           

②調査依頼・回収           
 ③集計           
(４）移住低関心層への調査           

①調査票の設計           

②調査依頼・回収・集計           
(５）集計・分析・報告書の作成           
 ①集計分析（クロス集計、多変量解析）           
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移住実践層の調査結果 

回答者属性の概要 

実践層 

対象者 
島根県に UI ターンをした方 

回答数 500 

回
答
者
の
概
要 

U ターン／I ターンの 

比率 

「U ターン」 … 56.6% 

「Ｉターン」 … 43.4% 

性別 
「男性」 … 63.4% 

「女性」 … 36.6% 

年齢 

「20 代」 … 25.2% 

「30 代」 … 38.4% 

「40 代」 … 23.6% 

「50 代」 …  7.6% 

現住所 

松江市松江 … 31.2% 

出雲市出雲 … 16.8% 

津和野町  …  9.0% 

隠岐の島町 …  7.0% 

雲南市   …  5.0% 

中山間地域   … 48.2% 

非中山間地域  … 51.8% 

出身地 

「U ターン者（n=283）」 

松江市松江 … 27.6% 

出雲市出雲 … 16.3% 

津和野町  …  8.5% 

大田市   …  6.7% 

益田市   …  6.4% 

中山間地域   … 52.3% 

非中山間地域  … 47.7% 

「I ターン者（n=217）」 

広島県  … 11.5% 

大阪府  … 11.1% 

東京都  … 10.6% 

埼玉県  …  5.5% 

 

 

 島根県への UI ターンを既に実践している移住実践層の回答者属性を概観する。 

 U ターン／I ターン 

U ターン／I ターンの比率をみると、「U ターン」が 56.6%、「I ターン」が 43.3%と、や

や U ターン者の割合が高い。なお、実績値（島根県政策企画局統計調査課の島根県推計人

口月報をもとに、しまね暮らし推進課が集計）では、U ターン者が全体の約 6 割、I ターン

者が約 4 割という構成になっており、本調査結果も同様の傾向を示している。 

 

※ 実績値 

令和４年度 U ターン者数・I ターン者数実績値（島根県しまね暮らし推進課） 

島根県政策企画局統計調査課の島根県推計人口月報をもとに、しまね暮らし推進課が集計。 



UI ターン者数 3,463 人 

うち U ターン者数 2,010 人（58.0%）、I ターン者数 1,403 人（40.5%）、不明者数 50 人 

性別 

性別をみると、「男性」が 63.4%、「女性」が 36.6%で男性の割合がやや高い。なお、UI

ターン別に性別をみると（下図）、U ターン者でより男性割合が高い傾向にある。 

 

「U ターン／I ターン」×「性別」のクロス集計（実践層） 

 

年齢 

年齢をみると、割合の高い順に「30 代」が 38.4%、「20 代」が 25.2%、「40 代」が 23.6%

となった。この比率は、U ターン者、I ターン者で同様の傾向であった。 

 

「U ターン／I ターン」×「年齢」のクロス集計（実践層） 
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現住所 

現住所は、「松江市松江（旧松江市エリア）」が 31.2%、「出雲市出雲（旧出雲市エリア）」

が 16.8%で、合わせて 48.0%と半数近くが、松江と出雲の市部エリアであることが分かっ

た。以降は、「津和野町」（9.0%）、「隠岐の島町」（7.0%）、「雲南市」（5.0%）と続いた。 

調査票では、現住所を郵便番号として回答を得ており、中山間地域（島根県中山間地域活

性化基本条例に基づく中山間地域 令和 5 年 3 月 31 日現在）の指定状況と重ねて、現住所

を「中山間地域」と「非中山間地域」に分類した。この結果、「中山間地域」が 48.2%（n=241）、

「非中山間地域」が 51.8%（n=259）となり、回答者がおおよそ半々に二分された。 

 

 

回答者（現住所）の地理分布 

  

中山間地域

241
48.2%

非中山間地域

259
51.8%

東部

342
68.4%

西部

111
22.2%

隠岐

47
9.4%

ｎ＝500 

※UI ターン合計 

ｎ＝500 

※UI ターン合計 



出身地 

 出身地をみると、U ターン者（n=283）では、上位から順に、「松江市松江」27.6%、「出

雲市出雲」16.3%、「津和野町」8.5%、「大田市」6.7%、「益田市」6.4%の結果となった（U

ターン者の内訳割合）。U ターン者の島根県内出身地について「中山間地域」と「非中山間

地域」とに分けると、「中山間地域」52.3%、「非中山間地域」47.7%となった。 

I ターン者（n=217）では、上位から順に、「広島県」11.5%、「大阪府」11.1%、「東京都」

10.6%、「埼玉県」5.5%、となった。 

 

出身地×現住所 

 下図は、出身地と現住所についてそれぞれ「中山間地域」と「非中山間地域」に分けた上

で算出したクロス集計である（I ターン者の出身地を「島根県外」として統合）。 

 出身地が「島根県外」である I ターン者は、移住先として「中山間地域」を選択した者が

49.3%、「非中山間地域」を選択した者が 50.7%と、約半々程度となっている。 

 出身地が「非中山間地域」である U ターン者は、移住先として「非中山間地域」を選択

した者が 83.0%、「中山間地域」を選択した者が 17.0%であった。また、出身地が「中山間

地域」である U ターン者は、移住先として「中山間地域」を選択した者が 75.0%、「非中山

間地域」を選択した者が 25.0%であった。 

 

「出身地」×「現住所」のクロス集計（実践層｜中山間地域／非中山間地域） 

 

 なお、U ターン者のうち、出身地と現住所が島根県内の同じ地域である回答者は、U タ

ーン者のうちの 68.9%（n=195）であり、U ターン者のうち 7 割程度が出身と同じ地域に移

住している。7 割程度が出身と同じ地域に移住する傾向は、中山間地域の出身者と非中山間

地域の出身者とで大きくは変わらないが、非中山間地域の出身者が出身と同じ地域に移住

する割合（71.1%）が、中山間地域の出身者が出身と同じ地域に移住する割合（66.9%）よ

りも、若干高い傾向が見られた。 
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「出身地」×「現住所（出身地と同じ地域かどうか）」のクロス集計（実践層） 

 

 以上から、「7 割程度の U ターン者は島根県内の同じ地域に移住するが、残る 3 割の移住

傾向として中山間地域（出身地）から非中山間地域（現住所）に移住するケースが多い」と

いえる。 

 

 

  

66.9%

71.1%

68.9%

33.1%

28.9%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中山間地域

(n=148)

非中山間地域

(n=135)

全体

(n=283)

出
身
地

出身地と同じ地域に移住

（厳密なUターン）

出身地以外の地域に移住

（Jターン）

・松江・出雲の市部出身の U ターン者は、83%が「松江・出雲の市部」に移住。 

・中山間地域出身の U ターン者は、75%が「中山間地域」に移住。 

・I ターン者の移住先は、「中山間地域」と「松江・出雲の市部」で約半々。 
 

＜参考＞ 島根県内の異なる地域に移住するケース（いわゆる「J ターン」）は３割程度。 

※ 中山間地域出身者と非中山間地域出身者とで傾向は同じ。 

【ポイント】 



集計・分析の結果 

 以下、「U ターン／I ターン」と「現住所（中山間地域／非中山間地域）」を中心として、

回答傾向に差異がみられる属性を抽出した上で、各設問のクロス集計と分析を行う。なお、

単純集計の結果を確認し全体の傾向を把握するために、図中には「全体」の集計結果も記載

する。 

 

島根県との関係（複数回答） 

 島根県との関係は、U ターン者と I ターン者で大きく傾向が異なる。 

U ターン者では、「親や家族の出身地である」が 82.3%、「以前住んでいたことがある」が

74.9%で、その他の選択肢は 2.5%以下となった。 

I ターン者では、「仕事や旅行で訪れたことがある」が最上位で 44.7%、続いて「親や家

族の出身地である」と「転入するまで訪れたことはなかった」が同率 28.1%となった。 

 

「島根県との関わり」×「U ターン／I ターン」のクロス集計（実践層） 

 

移住の際の家族構成 

調査票の設問「一緒に移住した家族の構成（複数回答）」及び「当時の子どもの年齢」

に基づいて、移住の際の家族構成を「自分 1 人」、「配偶者と 2 人」、「子どもを含む家族

（第 1 子が未就学）」、「子どもを含む家族（第 1 子が小学生以上）」、「その他」の 5 つに

分類した。ここでは、「移住の際の家族構成」としてこの 5 分類を用いる。 
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 全体の傾向を見ると、「自分 1 人（単身での移住）」が最も割合が高く 59.6%であり、2 番

目に高いのが「子ども含む家族（第 1 子が未就学）」で 15.0%、続いて「配偶者と 2 人」が

13.8%となる。 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、「自分 1 人」の割合は、

U ターン者のほうが高くなっている。 

 

「U ターン／I ターン」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（実践層） 

 

 「現住所（中山間地域／非中山間地域）」とのクロス集計をみると、「自分 1 人」の割合

は、中山間地域在住者のほうが高くなっている。 

 

「現住所」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（実践層） 

 

 以上を踏まえて、「U ターン／I ターン」と「現住所（中山間地域／非中山間地域）」の多

重クロス集計を行った結果を以下に示す。2 つの属性の組合せにより、回答結果に比較的大

きな差異がみられる。 

 「自分 1 人」の割合が最も大きいのは「U ターン×現住所が中山間地域」で 67.9%、「配

偶者と 2 人」の割合が最も大きいのは「I ターン×現住所が非中山間地域」で 21.8%、「子

ども含む家族（第 1 子が未就学）」の割合が最も大きいのは「I ターン×現住所が中山間地
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域」で 18.7%、という結果になった。「子ども含む家族（第 1 子が小学生以上）」は、いずれ

の属性でも 7%未満で大きな差は見られない。 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「移住の際の家族構成」の多重クロス集計（実践

層） 

 

 また、「移住の際の家族構成」の結果の差異が大きい属性として、現住所を＜島根県東部

＞、＜島根県西部＞、＜島根県隠岐部＞の 3 エリアに区分した属性が抽出された。結果を以

下に示す。 

 隠岐部では「自分 1 人」の割合が 83.0%と著しく高い結果となった。 

 

「現住所（島根３エリア区分）」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（実践層） 

 

【考察】 
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「I ターン者は、移住にあたって家族のための環境（田舎での子育て環境等）を考慮するケースが多い」、

「U ターン者は、家族が居る場合に中山間地域を選択しづらい何らかの要因がある」ことが推測される。 



  



UI ターンを考えるようになった動機（複数回答） 

 「UI ターンを考えるようになった動機（複数回答）」について、単純集計の結果を以下に

示す。 

 最も割合が高いのは「自分（又は親・祖父母）の出身地だから」が 44.2%、次いで「就職・

転職を考えるタイミングと合致したから」が 43.4%となった。 

 

「UI ターンを考えるようになった動機」の単純集計（実践層） 

 

 つぎに、「U ターン／I ターン」属性とのクロス集計の結果を示す。 

 「自分（又は親・祖父母）の出身地だから」は大きく差がつき、「就職・転職を考えるタ

イミングと合致したから」はあまり差がみられない。 

その他で、U ターン者で割合が高くなるのは「親・兄弟などの介護のため」、「土地・家屋

を継ぐため」、I ターン者で割合が高くなるのは「田舎暮らしへの憧れ」、「結婚相手が島根

県民だから」となった。 
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「U ターン／I ターン」×「UI ターンを考えるようになった動機」のクロス集計（実践

層） 

 

【ポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

移住する上で一番の決め手となった動機（単一回答） 

「U ターン／I ターン」×「移住する上で一番の決め手となった動機」のクロス集計の結

果を以下に示す。 

U ターン者では、最も高い割合は「自分（又は親・祖父母）の出身地だから」が 44.2%、

ついで、「就職・転職を考えるタイミングと合致したから」が 15.9%となった。 

Iターン者では、最も高い割合は「就職・転職を考えるタイミングと合致したから」が27.2%、

ついで、「結婚相手が島根県民だから」が 22.1%となった。 
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6.自然災害等の影響から安心・安全な土地に住みたいと思ったから

7.親・兄弟などの介護のため

8.土地・家屋を継ぐため

9.就職・転職を考えるタイミングと合致したから

10.「転職なき移住」などテレワークによる働き方が可能になったから

11.新型コロナ感染症の流行

12.子どもの進学・就職に伴うため

13.家族や友人から勧められた

14.自らの意思ではない（家族の都合等）

その他

(%)

Uターン(n=283)

Iターン(n=217)

・ U ターン者、I ターン者ともに、「就職・転職を考えるタイミングと合致したから」が４割強であり、 

「仕事」を動機とするかしないかで、回答者が大きく２つに分かれる。 

・ 「テレワークによる働き方」を契機とする移住者は少数である。 



 

「U ターン／I ターン」×「移住する上で一番の決め手となった動機」のクロス集計（実

践層） 
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1.田舎暮らしへの憧れ 2.都会の生活に疲れたから

3.自分（又は親・祖父母）の出身地だから 4.結婚相手が島根県民だから

5.（子どものために）環境を変えたいと思ったから 6.自然災害等の影響から安心・安全な土地に住みたいと思ったから

7.親・兄弟などの介護のため 8.土地・家屋を継ぐため

9.就職・転職を考えるタイミングと合致したから 10.「転職なき移住」などテレワークによる働き方が可能になったから

11.新型コロナ感染症の流行 12.子どもの進学・就職に伴うため

13.家族や友人から勧められた 14.自らの意思ではない（家族の都合等）

その他



UI ターン検討時に困ったことや不便を感じたこと（複数回答） 

 「UI ターン検討時に困ったことや不便を感じたこと（複数回答）」について、単純集計の

結果を以下に示す。 

 最も割合が高いのは「仕事情報の不足」が 35.6%、次いで「自分が望む業種の求人がどれ

だけあるか分からない」が 23.2%、「地域独自の風習が分からない」が 21.8%、となった。 

 

 

「UI ターン検討時に困ったことや不便を感じたこと」の単純集計（実践層） 
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島根県が現地見学に簡単に行ける場所ではない

天候（積雪等）の状況が分からない

災害リスクの程度・状況が分からない

自然環境が豊かな地域での生活イメージが湧かない

病院・診療所等、医療機関数や医療レベルの状況が分からない

出産・子育てサービスの情報が分からない

子育て環境（習い事や塾、スポーツ等）が分からない

子どもの進学選択肢がどの程度あるかどうか分からない

地元住民と親しい関係が築けるか分からない
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＜出会い＞
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 つぎに、「U ターン／I ターン」属性とのクロス集計の結果を示す。 

 U ターン者で割合が高い傾向にあるのは＜仕事＞の分野で、特に「仕事情報の不足」、「自

分が望む求人がどれだけあるのか分からない」の項目で大きく差がついた。 

 I ターン者で割合が高い傾向にあるのは＜生活環境＞、＜自然環境＞、＜医療・福祉＞、

＜子育て・教育＞の分野となった。 

 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン検討時に困ったことや不便を感じたこと」のクロス

集計（実践層） 
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現在の生活の満足度 

 「現在の生活の満足度」について、全体の傾向を見ると、「とても満足」が 26.8%、「やや

満足」が 48.4%となっており、合わせて 75.2%が現在の生活に満足していることが分かる。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、I ターン者のほうが U ターン者よりも

やや満足度が高い傾向にある。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果からは、現住所が「非中

山間地域」のほうが、「中山間地域」よりも満足度が高い傾向にあることが分かる。 

 

 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の生活の満足度」のクロス集計（実践層） 

 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「現在の生活の満足度」の多重クロス集計（実践

層） 
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希望する職業かどうか（任意回答） 

 「希望する職業かどうか」について、全体の傾向を見ると、「はい」が 76.4%、「いいえ」

が 4.1%となっている。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、I ターン者のほうが U ターン者よりも

「はい」と回答する割合が高い。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果をみると、U ターン者は

「非中山間地域」で「はい」の割合が高いのに対して、I ターン者では「中山間地域」で「は

い」の割合が高いのが、対照的な結果となっている。「I ターン×現住所：中山間地域」で

「はい」の回答割合は 85.6%と高い割合となった。 

 

 

「U ターン／I ターン」×「希望する職業かどうか」のクロス集計（実践層） 
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「現住所」と「U ターン／I ターン」×「希望する職業かどうか」の多重クロス集計（実

践層）  
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現在の職業の継続意向（任意回答） 

 「現在の職業の継続意向」について、全体の傾向を見ると、「ずっと続けたい」が 49.2%、

「当面は続けるがいずれ変えたい」が 30.9%となっている。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果をみると、「中山間地域」

のほうが、「非中山間地域」よりも、「ずっと続けたい」の割合が低い傾向にある。特に、「I

ターン×現住所：中山間地域」は、「ずっと続けたい」の割合が 37.1%で最も低く、「希望す

る職業かどうか」の設問で「はい」と答えた割合が最も高かったのに対して対照的な結果と

なっている。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の職業の継続意向」のクロス集計（実践層） 
 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「現在の職業の継続意向」の多重クロス集計（実

践層） 

 

中山間地域への I ターン者「職業を変えたい理由」： 

『IT 系一本で生きてきたが次のステップに挑戦してみたい』、『複業できるような形にしていきたいた

め』、『社会に提供したいサービスがあるが現状では実現できないため』、等 
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【ポイント】 



 

 

 

移住後の住まい（住宅形態） 

 移住後の住まい（住宅形態）を UI ターン別にみると、U ターン者、I ターン者ともに最

も大きな割合を占めるのは「賃貸アパート・マンション」である。U ターン者は、「親の

家」の割合も大きく、25.5%である。 

 

「U ターン／I ターン」×「移住後の住まい（住宅形態）」のクロス集計（実践層） 

 

 さらに現住所（中山間地域／非中山間地域）と重ねると、「中山間地域」への U ターン者

が「親の家」に住んでいる割合が多く、38.9%となっている。 
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・中山間地域への I ターン者は、希望の職業に就いている割合が最も高いが、職業の継続意向が

最も低い、という対照的な結果となっている。 



 

「U ターン／I ターン × 現住所」×「移住後の住まい（住宅形態）」のクロス集計（実践

層） 
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現在の近所付き合いの程度 

 「現在の近所付き合いの程度」について、全体の傾向を見ると、「あいさつ程度の最小限

の付き合いしかしていない」49.6%、と「付き合いは全くしていない」9.6%を合わせて、約

6 割（59.4%）が消極的な付き合いに留まっていることが分かる。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、消極的な付き合いが 6 割程度となって

いる大きな傾向は同様であるが、I ターン者のほうが「家族・友人のような深い付き合いを

している」、「日々の生活で助け合える付き合いをしている」の割合が高い。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果をみると、「中山間地域」

で「非中山間地域」よりも積極的な付き合いがされており、「中山間地域」と「非中山間地

域」との差異をみると、I ターン者における差異が U ターン者における差異の方が大きい。 

 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の近所付き合いの程度」のクロス集計（実践層） 
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日常的に立ち話をする程度の付き合いはしている あいさつ程度の最小限の付き合いしかしていない
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「現住所」と「U ターン／I ターン」×「現在の近所付き合いの程度」の多重クロス集計（実

践層） 

今後の近隣住民との付き合い方 

 「今後の近隣住民との付き合い方」について、全体の傾向を見ると、82.1%が「現在の付

き合い程度で良い」と考えており、「現在よりも、付き合いを増やしたい」と考えているの

は 14.9%である。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、I ターン者のほうが U ターン者よりも

付き合いを増やしたいと考えている。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果をみると、U ターン者は

「中山間地域」で「非中山間地域」よりも付き合いを減らしたいと考えており、それと対照

的に、I ターン者は「中山間地域」で「非中山間地域」よりも付き合いを増やしたいと考え

ていることが分かる。 
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家族・友人のような深い付き合いをしている 日々の生活で助け合える付き合いをしている

日常的に立ち話をする程度の付き合いはしている あいさつ程度の最小限の付き合いしかしていない

付き合いは全くしていない



 

「U ターン／I ターン」×「今後の近隣住民との付き合い方」のクロス集計（実践層） 

 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「今後の近隣住民との付き合い方」の多重クロス集計 

（実践層） 

地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへの現在の参加状況 

 全体の傾向を見ると、「積極的に参加」は 14.0%、「必要に応じて参加」は 53.6%、「参加

に消極的」は 32.4%である。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、大きな傾向は同様であるが、I ターン

者のほうが「積極的に参加」、「参加に消極的」の回答がともに U ターン者よりも高い。 
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「U ターン／I ターン」×「地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへ

の現在の参加状況」のクロス集計（実践層） 

 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お

祭りなどへの現在の参加状況」の多重クロス集計（実践層） 
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地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへの今後希望する参加状況 

 全体の傾向を見ると、「積極的に参加」は 14.8%、「必要に応じて参加」は 61.8%、「参加

に消極的」は 23.4%である。 

 

 

 

「U ターン／I ターン」×「地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お祭りなどへ

の今後希望する参加状況」のクロス集計（実践層） 

 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「地域活動や自治会、公民館活動等のイベント、お

祭りなどへの今後希望する参加状況」の多重クロス集計（実践層） 
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現在の地域への居住継続意向 

 「現在の地域への居住継続意向」について、全体を見ると、51.2%が「ずっと暮らし続け

たい」、26.0%が「当面は住むがいずれ移りたい」と回答している。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、U ターン者のほうが I ターン者よりも

居住継続意向が大きい傾向があることが分かる。 

 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果では、「ずっと暮らし続

けたい」の回答割合の差異が大きくなっている。「ずっと暮らし続けたい」の割合が最も高

いのは、「U ターン×現住所：非中山間地域」の 63.8%で、最も低いのは「I ターン×現住

所：中山間地域」の 39.3%という結果となった。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の地域への居住継続意向」のクロス集計（実践層） 
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「現住所」と「U ターン／I ターン」×「現在の地域への居住継続意向」の多重クロス集計 

（実践層）  



居住継続意向の理由（定住継続意向が「当面は住むがいずれ移りたい」、「他地域に移りた

い」の場合） 

 

 単純集計の結果をみると、最も割合が高いのは「生活の利便性向上（買い物、通院等）」

で 34.7%、次いで、「仕事の都合（転勤・転職）」26.0%、となった。 

 

「居住継続意向の理由（定住継続意向が「当面は住むがいずれ移りたい」、「他地域に移り

たい」の場合）」の単純集計（実践層） 
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 「現住所」と「U ターン／I ターン」との多重クロス集計の結果をみると、属性による差

異が大きいことが分かる。 

 居住継続意向で、「当面は住むがいずれ移りたい」と「他地域に移りたい」を合わせた割

合は、「I ターン×現住所：中山間地域」が最も高かったが（35.5%）、「I ターン×現住所：

中山間地域」で最も割合の高い理由は「収入を増やすため」29.7%となっている。 

 

「現住所」と「U ターン／I ターン」×「居住継続意向の理由（定住継続意向が「当面は住

むがいずれ移りたい」、「他地域に移りたい」の場合）」の多重クロス集計（実践層） 
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【ポイント】 

 

 

 

 

ヒアリング調査の結果 

回答者属性の概要 

No. 性別 年齢 出身 直前住所 現住所 家族構成 

U-1 男性 35～39 歳 浜田市 東京都 江津市 配偶者と２人 

U-2 女性 35～39 歳 松江市 東京都 松江市 子どもと２人 

U-3 男性 40～44 歳 雲南市 東京都 松江市 単身 

U-4 女性 40～44 歳 出雲市 神奈川県 松江市 単身 

U-5 女性 40～44 歳 浜田市 東京都 江津市 配偶者と２人 

I-1 男性 25～29 歳 東京都 東京都 出雲市 単身 

I-2 女性 30～34 歳 福岡県 福岡県 松江市 単身 

I-3 女性 35～39 歳 東京都 鳥取県 松江市 配偶者と２人 

 

U ターン者の傾向 

 U ターンのきっかけとしては、仕事、子育て環境、故郷への愛着など、直接的な要因は

それぞれ異なるものの、東日本大震災や新型コロナウイルスによる地方回帰の機運や、

「転職なき移住」が許容される環境となったことを要因の一つに挙げていた。 

 仕事を通じ、直接的・間接的に地域に関わる意識を持っている方が多かった。 

 生活面では、医療体制や子育て支援制度などで移住前に比べて不十分と感じている様

子が窺えた。また、高齢化が進展する中で、物流や交通などの社会インフラの維持を懸

念する声もあった。 

 

I ターン者の傾向 

 I ターンのきっかけとしては、地方暮らしへの関心や、結婚に伴うものであった。 

 移住後の暮らしについては、生活環境への適応に関しては個人差があるものの、満足度

は総じて高い様子が窺えた。特に、地域社会との関わり、地域住民とのつながりに対し

て前向きに捉えている様子が窺えた。 

 今後については、住み続けることを前提としながらも、好奇心が強く変化に対して前向

きであり、将来的に島根県以外の地方での暮らしも選択肢として排除していない方も

おられた。 

 

 

・ 中山間地域への I ターン者は、多い順に「収入を増やすため」、「生活の利便性向上」、「出身地等、馴染

みのある土地に移りたい」を移りたい理由としている。 

・ 中山間地域への U ターン者は、61%が「生活の利便性向上」を移りたい理由としている。 



 

 

 

 

 

移住検討層の調査結果 

回答者属性の概要 

検討層 

対象者 
島根県への移住の検討段階にある方 

回答数 531 

回
答
者
の
概
要 

U ターン／I ターンの 

比率 

「U ターン」 … 24.9% 

「Ｉターン」 … 75.1% 

性別 
「男性」 … 57.3% 

「女性」 … 42.7% 

年齢 

「20 代」 … 11.5% 

「30 代」 … 38.8% 

「40 代」 … 25.2% 

「50 代」 … 18.5% 

現住所 

大阪府 … 20.5% 

東京都 … 16.6% 

神奈川県 … 8.7% 

広島県  … 8.5% 

関東 … 37.1% 

近畿 … 32.8% 

中国 … 12.2％ 

 

 

 島根県への移住検討層の回答者属性を概観する。 

 U ターン／I ターン 

U ターン／I ターンの比率をみると、「U ターン」が 24.9%、「I ターン」が 75.1%と、I タ

ーンの割合が高い。 

 

性別 

性別をみると、「男性」が 57.3%、「女性」が 42.7%で男性の割合がやや高い。なお、UI

ターン別に性別をみると、U ターン者でより男性割合が高い傾向にある。 

中山間地域への I ターン者の定住意向が低い理由は、地域に起因する要因というよりも「人生ステージに

よって居住する地域を移す、多拠点で居住する」といったライフスタイルに起因する可能性が考えられる。 

※自由記述での意見 ：『複数（4 地域）拠点での生活に移行していきたい。』 

 インタビュー意見 ：『子どもが未就学であったりするため、すぐに移住することはできないが、子どもが高校卒業
するくらいには他の地域にもいってみたい。島根に不満があるのではなく好奇心から。』 

【考察】 



 

「U ターン／I ターン」×「性別」のクロス集計（検討層） 

年齢 

年齢をみると、割合の高い順に「30 代」が 38.8%、「40 代」が 25.2%、「50 代」が 18.5%

となった。「U ターン／I ターン」とのクロス集計では、I ターンで 40 代の割合が高い。 

 

「U ターン／I ターン」×「年齢（10 歳区分）」のクロス集計（検討層） 

 

現住所 

 U ターン検討者、I ターン検討者ともに、最も割合が高いのは「関東」で、次に「近畿」

である。 

 U ターンと I ターンとの差異は、U ターン検討者のほうが「中国」の割合が大きいことで

ある。 
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「U ターン／I ターン」×「現在の住まい（日本 8 区分）」のクロス集計（検討層） 
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出身地 

【U ターン検討者】 

 U ターン検討者の出身地を「非中山間地域」と「中山間地域」とに分けて以下に示す。 

 出身地は、島根県の「非中山間地域」と「中山間地域」で半々程度である。 

 

 

【I ターン検討者】 

 I ターン検討者の出身地を以下に示す。現住所は「関東」が最も多かったが、出身地では

「近畿」31.3%、が最も多い。 
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集計・分析の結果 

島根県とはどのような関わりがありますか。（複数回答／I ターンのみ） 

 出身が島根県以外の方（I ターン）への設問のため、I ターンのみの集計結果を示す。最

も割合が大きかったのは「ほとんど訪れたことがない」30.5%、続いて、「仕事や旅行等で

頻繁に訪れたことがある」25.2%となった。 

 また、しまね留学の経験者は 0 人であった。 

 

「島根県との関わり」の単純集計（検討層／I ターンのみ） 

 

現在の家族構成 

実践層と同様に、調査票の設問「一緒に移住した家族の構成（複数回答）」及び「当時の

子どもの年齢」に基づいて、移住の際の家族構成を「自分 1 人」、「配偶者と 2 人」、「子ども

を含む家族（第 1 子が未就学）」、「子どもを含む家族（第 1 子が小学生以上）」、「その他」の

5 分類を示す。 

全体の傾向をみると、最も割合が大きいのは「自分 1 人」で 29.8%である。実践層でも

「自分 1 人」が最も割合が高かった（59.6%）が、検討層の場合は約 3 割であり、実践層よ

りも単身者の割合は少ない。 

「U ターン／I ターン」のクロス集計をみると、「自分１人」の割合は U ターン者のほう

が高く、実践層と同様の傾向である。 
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「U ターン／I ターン」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（検討層） 

 以下は、U ターンの検討者について、出身地を「非中山間地域」と「中山間地域」とに分

けたクロス集計である。着目できる差異は、出身地が中山間地域の場合は、第１子が小学生

以上の子どもを含む家族の割合が 30.0%で、第１子が未就学の子どもを含む家族の割合が

8.3%であるのに対して、非中山間地域の場合はその割合が逆転し、第１子が未就学の子ど

もを含む家族の割合が 19.4%と高くなっている点である。 

 

「U ターン×出身地」×「現在の家族構成」のクロス集計（検討層） 

 

UI ターンを考えるようになった動機（複数回答） 

 「UI ターンを考えるようになった動機（複数回答）」について、単純集計から検討層の全

体の傾向をみると、最も割合が高いのが「田舎暮らしへの憧れ」42.4%、次が「都会の生活

に疲れたから」27.7%となっている。これは、出身地と就職・転職が最も大きな割合となっ
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た実践層と大きく異なる結果である。 

 

「UI ターンを考えるようになった動機」の単純集計（検討層） 

 

「U ターン／I ターン」のクロス集計をみると、「田舎暮らしへの憧れ」、「都会の生活に

疲れたから」は、UI ターン双方ともに実践層よりも割合が増えているが、特に I ターンの

割合が大きく増えていることが分かる。I ターンの動機は、実践層では上位２つが「就職・

転職のタイミングと合致」、「結婚相手が島根県民だから」だったが、検討層では上の２つが

１位と２位になる結果となった。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターンを考えるようになった動機」のクロス集計（検討

層） 
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・ 実践層と比較して、検討層の動機は「田舎暮らしへの憧れ」と「都会の生活に疲れたから」が多い。 

・ I ターン検討者の最大の検討動機が「田舎暮らしへの憧れ」で 50.4%（実践層の 2.6 倍）。 

・ 「就職・転職を考えるタイミングと合致したから」は UI ターン者ともに実践層の半分の割合に減少。 

・ U ターン者の「介護のため」と「土地・家族を継ぐため」は、実践層の約２倍の割合となっている。 

⇒ 憧れやスローライフだけを動機として移住を実践に移す人は少なく、検討段階から実践段階に進むため

の最も大きなステップアップ要因は、「就職・転職を考えるタイミング」であると考えられる。 

【ポイント】 



UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（複数回答／最大２つ） 

 

【仕事に関すること】 

 UI ターン後の生活で特に重視する項目は、全体の傾向として「仕事の内容」、「給与」が

大きな割合を占める。 

 
「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（仕事）」の単純集計（検討層） 

 

 「出身地」とのクロス集計をみると、大きな傾向は同様であるが、非中山間地域出身の U

ターン者は「仕事の内容」よりも「給与」を重視する、I ターン者は「仕事の内容」、「労働

時間」、「職場の雰囲気・人間関係」を U ターン者よりも重視する、などの細かな差異がみ

られる。 
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「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（仕事）」のクロス集

計 

（検討層） 

 また、結果の差異が大きくなる属性として「現在の家族構成」が抽出された。「現在の家

族構成」とのクロス集計をみると、「子どもを含む家族（第１子が未就学）」で、「給与」の

割合が突出して高くなっていることが分かる（67.4%）。このグループでは他グループで第

１位の「仕事の内容」も 38.4%と低くなっている。子どもを含む家族の場合でも、第１子が

小学生以上の場合は上記の傾向が見られない点に着目できる。 

 
「現在の家族構成」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（仕事）」の

クロス集計（検討層）※上位６項目の選択肢を抜粋 
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 さらに、「子どもを含む家族（第１子が未就学）」について、さらに U ターン／I ターンと

のクロス集計をとると、「給与」を最も重視するという傾向が U ターン者でより強くなって

いることが分かる。 

 

「子どもを含む家族（第１子が未就学）」×「U ターン／I ターン」クロス集計（検討層） 
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■「給与」に関しての詳細分析 

 「UI ターン後の生活で特に重視する項目（仕事に関すること）」の設問において、「給与」

を重視項目として選択したかどうかで、回答者を二分した。 

 下に「年齢（10 歳区分）」と「給与の回答有無」のクロス集計を示す。年代が上がるにつ

れて、「給与」を重視の割合が減少する、即ち、年代が上がるほど「給与」を重要視しなく

なる傾向があることが分かる。 

 ただし、詳しく見ると 20 代から 30 代にかけては、30 代のほうがわずかに「給与」を重

要視している。 

 

「年齢（10 歳区分）」×「UI ターン後の生活で特に重視する項目（仕事に関すること）で

の「給与」の回答有無」のクロス集計（検討層） 
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U ターン／I ターン別のクロス集計を以下に示す。 

 年代が上がるにつれて「給与」を重要視する傾向は、特に U ターン検討者に顕著である

ことが分かる。 

 U ターン検討者は「30 代」で最も「給与」を重視しており、「30 代」で給与を重視する

割合は 70.9%である。 

 

 

U ターン：「年齢（10 歳区分）」×「UI ターン後の生活で特に重視する項目（仕事に関すること）での

「給与」の回答有無」のクロス集計（検討層） 
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I ターン：「年齢（10 歳区分）」×「UI ターン後の生活で特に重視する項目（仕事に関するこ

と）での「給与」の回答有無」のクロス集計（検討層） 

【考察】 

・ UI ターンの検討段階にある人のうち、U ターン検討者は I ターン検討者に比べて「給

与」に代表される現実的な項目を重視している。 

・ I ターン検討者は、「労働時間」や「職場の環境・雰囲気」のように仕事の環境面に関わ

る項目をより重視している。 

・ 「給与」のような現実的な項目を重視するかどうか強く影響を与える要因は、子どもが

居り第１子が未就学かどうか、である。現実的な項目を重視していることは、UI ター

ン検討をより本気で考えていると考えることができるのではないか。実践層で、実際に

UI ターンした家族構成で単身者に続いて割合が高かったのが「第１子が未就学の子ど

もを含む家族」であったことは、それを示唆している。 

 

 

【生活環境に関すること】 

 生活環境に関する重視項目について、全体の傾向をみると、「自然環境」が 23.9%で１位、

次いで「生活費」21.5%、「人間関係」19.8%、「仕事とプライベートのバランス」18.8%であ

る。 

 

「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（生活環境）」の単純集計（検討

層） 

 

 「出身地」とのクロス集計（上位 6 項目を抜粋）をみると、出身地属性によって傾向が大
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きく異なることが分かる。島根県の非中山間地域の出身者が最も重視するのは「仕事とプラ

イベートのバランス」33.3%、島根県の中山間地域の出身者が最も重視するのは「生活費（食

費等）」と「人間関係（家族・親戚や町内会、公民館等）」35.0%、島根県外出身者が最も重

視するのは「自然環境」25.6%、という結果となった。 

 

 

 

「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（生活環境）」のクロ

ス集計（検討層）※上位６項目の選択肢を抜粋 

 

 

 

【医療福祉、教育・子育てに関すること】 

 単純集計による全体の傾向は、大半が「医療機関の数や医療レベル」、「医療機関へのアク

セス」を重視していることである。 
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「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（医療福祉、教育・子育て）」の単

純集計（検討層） 
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 出身地とのクロス集計をみると、各グループとも「医療機関の数や医療レベル」、「医療機

関へのアクセス」を重視している傾向は同様だが、島根県の中山間地域出身者がより重要視

しており、特に「医療機関へのアクセス」は 61.7%となっている。 

 

「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目 

（医療福祉、教育・子育て）」のクロス集計（検討層） 
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■「子の有無」に関する詳細分析 

 本設問は医療福祉、子育て・教育に関する設問であるが、上でみたように全体の回答が「医

療福祉」分野の医療機関に関する選択肢に集中した。そこで、「子育て・教育」分野の回答

傾向を詳細に把握するため、ここでは、回答者を「子の有無」によって二分し、子がある回

答者についての結果を示す。 

 移住検討層 531 人のうち、子が居るのは 193 人である。 

 子が居る場合の全体の傾向をみると、「医療機関の数や医療レベル」43.0%、「医療機関へ

のアクセス」39.4%、が上位にくることは先の全体の単純集計と同様である。 

 「子育て・教育」の分野では、「出産・子育てにおける医療機関や支援機関」22.3%、「子

どもの教育費」10.4%、「学校へのアクセス」12.4%、といった項目について、割合が比較的

高くなる。 

 

「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（医療福祉、教育・子育て）」の単

純集計（検討層|子が居る場合） 
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子が居る場合の、出身地とのクロス集計により、非中山間地域／中山間地域、県外出身

者との差異をみると、「教育・子育て」分野について、「非中山間地域（松江・出雲の市

部）」出身者は「保育サービス（放課後対策等）」22.0%、「中山間地域」出身者は「子育て

にかける時間」13.0%、県外出身者（I ターン検討者）は「出産・子育てにおける医療機関

や支援機関」25.2%、を特に重視する結果となっている。 

他に、「中山間地域出身者」は、「学校へのアクセス」、「子どもの教育環境（習い事や

塾、スポーツ等」を重視する割合が、他のグループより低いことが読み取れる。 

 

 

「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目 

（医療福祉、教育・子育て）」のクロス集計（検討層|子が居る場合） 
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Uターン（非中山間地域出身）(n=27)

Uターン（中山間地域出身）(n=23)

Iターン（島根県外出身）(n=143)

・ U ターン、I ターンとも、「医療機関の数や医療レベル」「医療機関へのアクセス」を重視しており、子

育て分野よりも、医療分野が重視されている。 

・ 非中山間地域出身の U ターン検討者は、「保育サービス（放課後対策等）」を重視する。（22.0%） 

・ 中山間地域出身の U ターン検討者は、「子育てにかける時間」を重視する。（13.0%） 

・ I ターン検討者は、「出産・子育てにおける医療機関や支援機関」を重視する。（25.2%） 

【ポイント】 



あなたは島根県への UI ターンについて、どの程度意思を固めていますか 

 今後の UI ターン意向（UI ターンへの意思の程度）について、U ターン／I ターン別にみ

ると、U ターン検討者のほうが I ターン検討者に比べて「絶対に UI ターンしたい」と「で

きるなら UI ターンしたい」の割合が高く、UI ターンの意思が高い。 

 

「U ターン／I ターン」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（検討層） 

 

 

 次に、「U ターン／I ターン」×「年代」との多重クロス集計の結果を示す。 

 

U ターン：「年代」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（検討層） 
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I ターン：「年代」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（検討層） 

 

 大まかに見て、U ターン検討者、I ターン検討者とも、年代が上がるにつれて UI ターン

の意思が高くなる傾向にある。特に、U ターン検討者の「50 代」は「絶対に UI ターンした

い」と「できるなら UI ターンしたい」を合わせて 9 割を超える割合となっており、極めて

高い意思を持っている。 

詳しくみると、U ターン検討者では「40 代」、I ターン検討者では「30 代」で、UI ター

ン意思が低くなっている。 
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「U ターン／I ターン」×「現住所」との多重クロス集計の結果を示す。 

 U ターン検討者では、意向が高いのは「関東」と「中国」で、I ターン検討者では「中

国」となっている。 

 

U ターン：「現住所」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（検討層） 

 

 

I ターン：「現住所」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（検討層） 
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■現住所が「関東」と「近畿」の場合の UI ターン意向 

移住検討者の「現住所」として上位２つの「関東」、「近畿」について、その UI ターン意

向の年代別詳細を以下に示す。 

〇現住所：関東 

 

現住所：関東 × U ターン 
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現住所：関東 × I ターン 

〇現住所：近畿 

 

現住所：近畿 × U ターン 
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現住所：近畿 × I ターン 

「絶対に UI ターンしたい」「できるなら UI ターンしたい」と回答した方にお聞きします。UI ター

ンを希望する時期について教えてください 

 上の「今後の UI ターン意向」では、U ターン検討者のほうが I ターン検討者よりも、UI

ターン意向が高かったが、希望する時期についてのクロス集計をみると、I ターン検討者の

ほうが U ターン検討者に比べて近い時期の UI ターンを希望している。 

 
「U ターン／I ターン」×「UI ターンを希望する時期」のクロス集計（検討層） 
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18.6

13.6

5.1

5.2

5.1

9.5

12.4

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=274)

Uターン(n=97)

Ⅰターン(n=177)

「絶対にUIターンしたい」「できるならUIターンしたい」と回答した方にお聞きします。

UIターンを希望する時期について教えてください。

おおむね半年以内 おおむね１年以内 おおむね３年以内

おおむね５年以内 それ以上 未定



 

あなたは島根県以外に UIターンを検討している地域がありますか 

 UI ターン検討地域の有無の結果をみると、U ターン検討者は 9 割以上が「ない」と答え

ている。また、I ターン検討者は「ない」が 6 割程度であり、島根県のみを I ターン先とし

て検討している人が過半数を占めている。 

 
「U ターン／I ターン」×「UI ターン検討地域の有無」のクロス集計（検討層） 

  

31.3

6.8

39.3

68.7

93.2

60.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=531)

Uターン(n=132)

Ⅰターン(n=399)

あなたは島根県以外にUIターンを検討している地域がありますか。

ある ない



島根県以外に UI ターンを検討している地域はどこですか。複数ある場合は最も関心の高い

地域（都道府県）を１つ選んでください 

 最も割合の高い検討地域は中国地方で、なかでも特に鳥取県の割合が高い。 

 

 

「島根県以外に UI ターンを検討している地域」の単純集計（検討層） 

 

 
「U ターン／I ターン」×「島根県以外に UI ターンを検討している地域」クロス集計 

（検討層） 

地域 都道府県名 件数 割合 地域 都道府県名 件数 割合
北海道地方 北海道 6 3.6 三重県 1 0.6

青森県 3 1.8 滋賀県 3 1.8

岩手県 4 2.4 京都府 3 1.8
宮城県 3 1.8 大阪府 5 3.0
秋田県 2 1.2 兵庫県 5 3.0
山形県 0 0.0 奈良県 2 1.2

福島県 5 3.0 和歌山県 3 1.8
茨城県 1 0.6 鳥取県 18 10.8
栃木県 1 0.6 岡山県 6 3.6
群馬県 2 1.2 広島県 12 7.2
埼玉県 1 0.6 山口県 6 3.6

千葉県 0 0.0 徳島県 3 1.8
東京都 0 0.0 香川県 5 3.0
神奈川県 0 0.0 愛媛県 3 1.8
新潟県 3 1.8 高知県 2 1.2
富山県 2 1.2 福岡県 2 1.2

石川県 3 1.8 佐賀県 2 1.2
福井県 2 1.2 長崎県 4 2.4
山梨県 0 0.0 熊本県 8 4.8
長野県 7 4.2 大分県 5 3.0
岐阜県 0 0.0 宮崎県 4 2.4

静岡県 3 1.8 鹿児島県 8 4.8
愛知県 1 0.6 沖縄県 7 4.2

166 100合計

近畿地方
東北地方

関東地方

中国地方

四国地方

中部地方
九州地方

3.6 

11.1 

3.2 

10.2 

10.8 

3.0 

11.1 

2.5 

12.7 

22.2 

12.1 

13.3 

14.0 

25.3 

22.2 

25.5 

7.8 

8.3 

24.1 

33.3 

23.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=166)

Uターン(n=9)

Ⅰターン(n=157)

島根県以外にUIターンを検討している地域

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州



 

UI ターンする際、どのような不安がありますか。（複数回答） 

 

「UI ターンする際の不安」単純集計（検討層） 

 

61.0 

59.9 

34.1 

31.6 

13.6 

24.1 

21.3 

36.5 

7.0 

12.6 

13.9 

21.3 

9.2 

10.5 

25.6 

16.0 

6.4 

6.8 

15.4 

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

1.希望に合う就職先があるか

2.収入が見通しの通りいくか

3.希望に合う住まいがあるか

4.交通や買い物などの利便性

5.車社会に適応できるか

6.生活費がどのくらいかかるか

7.地域の風土や風習に馴染めるか

8.近所づきあいや地域内の人間関係

9.芸術、文化的な生活が送れるか

10.思い描く田舎暮らしができるか

11.家族が生活に馴染めるか

12.老後がどうなるか

13.自然環境に馴染めるか

14.自然災害が少ないか

15.医療、福祉サービスの状況

16.出産、子育てのしやすさ、教育環境

17.教育費がどのくらいかかるか

18.結婚相手に巡り合えるか

19.支援策が充実しているか

その他

(%)

全体(n=531)



 

「U ターン／I ターン」×「UI ターンする際の不安」クロス集計（検討層） 

最も大きな不安 

 U ターン検討者、I ターン検討者ともに、仕事に関する項目（「希望に合う就職先がある

か」と「収入が見通しの通りいくか」）が 5 割を超える割合となった。 

 U ターン検討者のほうが、仕事に関する項目を回答した割合は高い。この傾向は、「重視

する項目」でも同様の傾向がみられた。 

72.0 

72.7 

18.2 

22.7 

10.6 

17.4 

13.6 

31.8 

5.3 

11.4 

21.2 

25.8 

5.3 

6.1 

24.2 

20.5 

8.3 

6.1 

16.7 

0.8 

57.4 

55.6 

39.3 

34.6 

14.5 

26.3 

23.8 

38.1 

7.5 

13.0 

11.5 

19.8 

10.5 

12.0 

26.1 

14.5 

5.8 

7.0 

15.0 

2.0 

0 20 40 60 80

1.希望に合う就職先があるか

2.収入が見通しの通りいくか

3.希望に合う住まいがあるか

4.交通や買い物などの利便性

5.車社会に適応できるか

6.生活費がどのくらいかかるか

7.地域の風土や風習に馴染めるか

8.近所づきあいや地域内の人間関係

9.芸術、文化的な生活が送れるか

10.思い描く田舎暮らしができるか

11.家族が生活に馴染めるか

12.老後がどうなるか

13.自然環境に馴染めるか

14.自然災害が少ないか

15.医療、福祉サービスの状況

16.出産、子育てのしやすさ、教育環境

17.教育費がどのくらいかかるか

18.結婚相手に巡り合えるか

19.支援策が充実しているか

その他

(%)

Uターン(n=132)

Iターン(n=399)



 

「U ターン／I ターン」×「最も大きな不安」クロス集計（検討層） 

 

 

現在の就学・雇用形態 

 U ターン検討者、I ターン検討者ともに、最も高い割合を占めるのは「会社員（正規）」

である。 

 U ターン検討者のほうが、「会社員（正規）」の割合が高く、72.7%となっている。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の就学・雇用形態」クロス集計（検討層） 

現在の業種 

 全体の傾向をみると、最も割合が高いのは「製造業」18.2%である。 

30.5

40.9

27.1

23.5

21.2

24.3

6.8

7.6

6.5

7.7

5.3

8.5

3.4

9.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=531)

Uターン(n=132)

Ⅰターン(n=399)

上記で選んだ選択肢のうち、最も大きな不安は何ですか。

1.希望に合う就職先があるか 2.収入が見通しの通りいくか 3.希望に合う住まいがあるか

4.交通や買い物などの利便性 5.車社会に適応できるか 6.生活費がどのくらいかかるか

7.地域の風土や風習に馴染めるか 8.近所づきあいや地域内の人間関係 9.芸術、文化的な生活が送れるか

10.思い描く田舎暮らしができるか 11.家族が生活に馴染めるか 12.老後がどうなるか

13.自然環境に馴染めるか 14.自然災害が少ないか 15.医療、福祉サービスの状況

16.出産、子育てのしやすさ、教育環境 17.教育費がどのくらいかかるか 18.結婚相手に巡り合えるか

19.支援策が充実しているか その他

53.9 

72.7 

47.6 

8.1 

6.1 

8.8 

3.8 

3.8 

3.8 

10.0 

4.5 

11.8 

5.8 

2.3 

7.0 

5.8 

2.3 

7.0 

9.0 

3.0 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=531)

Uターン(n=132)

Ⅰターン(n=399)

現在の就学・雇用形態（正社員・パート等）等

会社員（正規） 会社員（派遣・嘱託・契約）

公務員 パート・アルバイト

会社役員 自営業

学生 専業主婦（主夫）

無職



 U ターン検討者と I ターン検討者の差異としては、U ターンは「情報通信業」の割合が

20.8%と、I ターンの「情報通信業」5.8%を大きく上回っている点に着目できる。 

 U ターン、I ターンとも「製造業」の割合が最も高いが、U ターンのほうがその割合が高

く、27.5%となっている。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の業種」クロス集計（検討層） 

 

現在の世帯年収 

 U ターン検討者のほうが、I ターン検討者よりも世帯年収が大きい傾向がある。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の世帯年収」クロス集計（検討層） 

18.2 

27.5 

14.6 

10.0 

20.8 

5.8 

10.7 

9.2 

11.3 

5.8 

5.0 

6.1 

6.3 

4.2 

7.1 

10.7 

8.3 

11.7 

11.9 

6.7 

13.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=429)

Uターン(n=120)

Ⅰターン(n=309)

現在の業種

農林水産業 鉱業、採石、砂利採取業

建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業・郵便業 卸売業・小売業

金融業・保険業 不動産業・物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業 宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業

医療、福祉 複合サービス業

サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く）

12.6

8.1

14.2

11.7

12.2

11.5

15.2

15.4

15.2

23.3

22.8

23.5

19.5

25.2

17.3

12.3

15.4

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=446)

Uターン(n=123)

Ⅰターン(n=323)

現在の世帯年収

100万円未満 100～199万円 200～299万円 300～399万円

400～499万円 500～699万円 700～999万円 1,000万円以上



UI ターン後に希望する就学・雇用形態 

 おおむね、「現在の就学・雇用形態」と同様の傾向を示している。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後に希望する就学・雇用形態」クロス集計（検討

層） 

 

 

UI ターン後に希望する業種 

 「現在の業種」と比較すると、U ターン検討者、I ターン検討者ともに、「農林水産業」の

割合が増えていることに着目できる。その他は「現在の業種」と同様の傾向である。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後に希望する業種」クロス集計（検討層） 

58.9 

70.5 

55.1 

5.8 

4.5 

6.3 

4.0 

5.3 

3.5 

14.3 

8.3 

16.3 

11.1 

6.8 

12.5 

2.6 

4.5 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=531)

Uターン(n=132)

Ⅰターン(n=399)

UIターン後に希望する就学・雇用形態（正社員・パート等）等

会社員（正規） 会社員（派遣・嘱託・契約） 公務員

パート・アルバイト 会社役員 自営業

学生 専業主婦（主夫） 無職

9.8 

7.1 

10.8 

12.6 

19.5 

10.1 

10.7 

20.4 

7.3 

7.5 

9.7 

6.6 

6.8 

5.3 

7.3 

7.5 

5.3 

8.2 

11.2 

8.8 

12.0 

11.9 

8.0 

13.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=429)

Uターン(n=113)

Ⅰターン(n=316)

UIターン後に希望する業種

農林水産業 鉱業、採石、砂利採取業 建設業

製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業・郵便業 卸売業・小売業 金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業 宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉

複合サービス業 サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く）



  



UI ターン後に希望する世帯年収 

 U ターン検討者のほうが I ターン検討者よりも大きい世帯年収を希望している点は、「現

在の世帯年収」と同様の傾向である。 

 ただし、着目できる点として U ターン I ターンともに「現在の世帯年収」よりも減少す

る傾向がある点である。双方で、「700～999 万円」、「1,000 万円以上」の割合が減少し、「500

～699 万円」以下の割合が増加する傾向がある。 

 以上から考察できることは、移住検討者は UI ターン後にある程度世帯年収が減少するこ

とを見込んでいるといえる。先述の、重視項目や不安項目では給与や年収、生活費が上位の

項目としてあがっていたが、検討者が世帯年収の減少を踏まえて、これらの項目を重視項目、

不安材料として捉えている点に留意する必要がある。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後に希望する世帯年収」クロス集計（検討層） 

 

11.7

7.1

13.2

17.9

15.9

18.5

20.2

19.8

20.4

25.2

35.7

21.7

11.3

14.3

10.3

8.1

6.3

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=504)

Uターン(n=126)

Ⅰターン(n=378)

UIターン後に希望する世帯年収

100万円未満 100～199万円 200～299万円 300～399万円

400～499万円 500～699万円 700～999万円 1,000万円以上



UI ターン後、あなたはどの程度テレワークを希望しますか 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後のテレワークの意向」クロス集計（検討層） 

現在の住まい （住宅形態） 

 全体として、多数派は「賃貸アパート・マンション」である。 

 U ターン検討者、I ターン検討者とも持ち家・分譲マンションとして住宅を所有する人が

3 割程度存在する。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の住まい」クロス集計（検討層） 

 

UI ターン後に希望する住まい （住宅形態） 

 U ターン検討者は「親の家」26.5%、I ターン検討者は「賃貸アパート・マンション」28.7%
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全体(n=489)

Uターン(n=125)

Ⅰターン(n=364)

テレワークに関する意向をお伺いします。UIターン後、あなたはどの程度テレワークを希望しますか。

テレワーク（ほぼ100%）

テレワーク中心（50%以上）で、定期的に出勤を併用

出勤中心（50%以上）で、定期的にテレワークを併用

基本的に出勤だが、不定期にテレワークを利用

テレワークの希望はない
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10.6 
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5.7 
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0.8 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=530)

Uターン(n=131)

Ⅰターン(n=399)

現在の住まい

新築持ち家（一戸建て） 中古持ち家（一戸建て）

貸し家（一戸建て） 賃貸アパート・マンション

分譲マンション 公営住宅

社宅（共同住宅・寮等） 親の家



が、最も大きな割合となり、U ターン、I ターンで傾向に差異がみられる。 

 移住実践層で実際に「親の家」に住んでいるのは 25.5％であったので、移住検討者が希

望する割合と近い値になっている。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後に希望する住まい」クロス集計（検討層） 
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14.4 

11.8 

13.8 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=530)

Uターン(n=131)

Ⅰターン(n=399)

UIターン後に希望する住まい

新築持ち家（一戸建て） 中古持ち家（一戸建て）

貸し家（一戸建て） 賃貸アパート・マンション

分譲マンション 公営住宅

社宅（共同住宅・寮等） 親の家

特にこだわりはない



 UI ターン後に希望する住居形態を、出身地域別にみると、中山間地域出身の U ターン者

は「親の家」が最も多く 35.0%である。 

 

 

「出身地域」×「UI ターン後に希望する住まい」クロス集計（検討層） 

 

 なお、実態としての UI ターン後の住居形態（実践層の現在の住宅形態）と比較する

と、中山間地域出身の U ターン者検討者の希望は、実態において希望の通りとなっている

ことが分かる。 

また、非中山間地域出身の U ターン者は、希望よりも「賃貸アパート・マンション」に

居住するケースが多いことが分かる。 

 

【参考】実践層の「現在の住宅形態」 
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「現住所」×「現在の住宅形態」クロス集計（実践層） 

  



現在、あなたは近隣住民の方とどの程度の付き合いをしていますか 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の近隣付き合いの程度」クロス集計（検討層） 

 

UI ターン後、近隣住民の方との付き合い方について、どのようにしたいとお考えですか 

 

「U ターン／I ターン」×「今後希望する近隣付き合いの程度」クロス集計（検討層） 
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現在、島根県内の地域や活動とのつながりはありますか。または、つくりたいですか 

「U ターン／I ターン」×「島根県内の地域や活動とのつながり」クロス集計（検討層） 
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UI ターンを検討するにあたり、困っていることや不便を感じていること（複数回答） 

 

単純集計（検討層） 

 

 

「UI ターンを検討にするにあたり困っていることや不便を感じていること」 
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U ターン／I ターン クロス集計（検討層） 

  



UI ターンを検討するにあたり、最も困っていること・不便を感じていること 

 「希望に合う就職先があるか」、「収入が見通しの通りいくか」という仕事に関する項目が

大きな割合を占めている点、特に U ターン検討者の方がその割合が大きい点は、「UI ター

ンする際の不安」と同様の傾向を示している。 

 

「UI ターンを検討にするにあたり最も困っていることや不便を感じていること」 

U ターン／I ターン クロス集計（検討層） 
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4.交通や買い物などの利便性 5.車社会に適応できるか 6.生活費がどのくらいかかるか

7.地域の風土や風習に馴染めるか 8.近所づきあいや地域内の人間関係 9.芸術、文化的な生活が送れるか

10.思い描く田舎暮らしができるか 11.家族が生活に馴染めるか 12.老後がどうなるか

13.自然環境に馴染めるか 14.自然災害が少ないか 15.医療、福祉サービスの状況

16.出産、子育てのしやすさ、教育環境 17.教育費がどのくらいかかるか 18.結婚相手に巡り合えるか

19.支援策が充実しているか その他



UI ターン情報の収集に関し、以下の情報・サービス等を利用したことはありますか 
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島根県および（公財）ふるさと島根定住財団が実施する以下の情報・サービスを利用したこ

とがある方にお聞きします。それぞれの満足度を教えてください。 
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ヒアリング調査の結果 

回答者属性の概要 

No. 性別 年齢 出身 現住所 家族構成 

U-1 女性 35～39 歳 出雲市 岡山県 単身 

U-2 男性 50～54 歳 松江市 埼玉県 単身 

U-3 男性 55～59 歳 大田市 大阪府 配偶者と２人 

I-1 男性 45～49 歳 愛媛県 東京都 配偶者と２人 

I-2 男性 50～54 歳 大阪府 埼玉県 配偶者と子ども 

 

U ターン検討者の傾向 

 条件さえ整えば U ターンを決意する意向であった。仕事があるか、生活できるだけの

収入が得られるかという部分にハードルを感じている様子が窺えた。 

 島根県への愛着は強く、県外に出てからも何らかの形で関わりを持ち続けていた。具体

的には、地元の友人とのつながり、SNS コミュニティを通じた情報交換、頻繁な帰省

などにより、継続的に関わりを持っている様子が窺えた。 

 一方、医療、物流、交通、買い物難民、親の介護など、この先暮らしていく上での懸念

も持っておられた。 

 

I ターン検討者の傾向 

 過去に島根県内に滞在した経験があったり、両親の故郷だったりと、I ターンではある

ものの島根県と何らかのご縁はあるという状況であった。そうしたきっかけから、島根

に大きな魅力を感じ、定期的に訪れたり、情報収集を進めたりといった行動を積極的に

とっている様子が窺えた。 

 最大の関心・不安は仕事の有無とのことであった。 

 

 

移住関心層の調査結果 

回答者属性の概要 

関心層 

対象者 
島根県への移住に関心を持つ方 

回答数 540 

回
答
者
の
概

要 

U ターン／I ターンの 

比率 

「U ターン」 … 30.4% 

「Ｉターン」 … 69.5% 

性別 
「男性」 … 50.0% 

「女性」 … 50.0% 



年齢 

「20 代」 … 16.5% 

「30 代」 … 27.8% 

「40 代」 … 22.8% 

「50 代」 … 23.5% 

現住所 

東京都 … 17.2% 

大阪府 …  14.6% 

神奈川県 … 9.1% 

広島県 …   7.8% 

関東 … 37.2% 

近畿 … 27.6% 

中国 … 13.7％ 

 

 島根県への移住関心層の回答者属性を概観する。 

 U ターン／I ターン 

U ターン／I ターンの比率をみると、「U ターン」が 30.4%、「I ターン」が 69.5%と、I タ

ーンの割合が高い。 

 

性別 

性別をみると、「男性」が 50.0%、「女性」が 50.0%でちょうど半々である。UI ターン別

でも同様の傾向である。 

 

「U ターン／I ターン」×「性別」のクロス集計（関心層） 

年齢 

年齢をみると、割合の高い順に「30 代」が 27.8%、「50 代」が 23.5%、「40 代」が 22.8%

となった。「U ターン／I ターン」とのクロス集計では、I ターンで 40 代、50 代の割合が高

くなった。 
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「U ターン／I ターン」×「年齢（10 歳区分）」のクロス集計（関心層） 

 

現住所 

 移住関心層の現住所を、全国 8 区分で以下に示す。 

 全体で最も多いのは「関東」37.2%、次に「近畿」27.6%である。 

 U ターン／I ターンそれぞれをみると、おおむねの傾向は同様であるが、U ターン関心者

で少し「中国」の割合が高くなっている。この傾向は、移住検討層と同様である。 

 

「U ターン／I ターン」×「現住所（全国 8 区分）」のクロス集計（関心層） 
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出身地 

【U ターン関心者】 

 U ターン関心者の出身地を「非中山間地域」と「中山間地域」とに分けて以下に示す。 

 出身地は、島根県の「非中山間地域」と「中山間地域」で半々程度である。 

 

 

U ターン関心者の出身地 

 

【I ターン関心者】 

 I ターン関心者の出身地を以下に示す。現住所は「関東」が最も多かったが、出身地では

「近畿」31.1%、が最も多い。移住検討層の結果と同様の傾向である。 

 

I ターン関心者の出身地 
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集計・分析の結果 

あなたと島根県との関係は以下のうちどれですか。（複数回答／I ターンのみ） 

 出身が島根県以外の方（I ターン関心者）への設問である。 

 最も割合が大きかったのは「仕事や旅行などで頻繁に訪れたことがある」29.1%、続いて

「ほとんど訪れたことがない」となった。移住検討層と比較すると、１位と２位とが逆転し

ている。 

 

「島根県との関係」の単純集計（関心層／I ターンのみ） 

 

現在の家族構成 

全体の傾向をみると、最も割合が大きいのは「自分 1 人」で 27.6%（約 3 割弱）であり、

移住検討層と同様の傾向である。 

「U ターン／I ターン」のクロス集計では、「自分１人」の割合が U ターン者のほうが高

くなっており、これも検討層と同様の傾向を示している。 
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「U ターン／I ターン」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（関心層） 

  



 U ターン関心者について、出身地（非中山間地域、中山間地域）と家族構成のクロス集計

をみると、「中山間地域」のほうが「自分１人」、「配偶者と 2 人」の割合が高く、「非中山間

地域」のほうが「子ども含む家族（第１子が小学生以上）」の割合が高い。 

 
U ターン関心者：「出身地」×「移住の際の家族構成」のクロス集計（関心層） 

 

 

UI ターンに関心を持つようになったきっかけ（複数回答） 

 全体の傾向をみると、「田舎暮らしへの憧れ」が最も割合が高く 40.7%である。これは検

討層と同様である。検討層と比較すると、２位と３位が逆転しており、「自分（又は親・祖

父母）の出身地だから」が２位で 33.1%、「都会の生活に疲れたから」が３位で 25.6％とな

っている。 

 

「UI ターンに関心を持つようになったきっかけ」の単純集計（関心層） 
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 「U ターン／I ターン」のクロス集計をみると、「田舎暮らしへの憧れ」、「都会の生活に

疲れたから」の割合が実践層よりも増えている点が、検討層との同様の傾向である。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターンに関心を持つようになったきっかけ」のクロス集計 

（関心層） 
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UI ターン後の生活を考えるうえで、特に重視する項目 (複数回答／最大２つ) 

 

【仕事に関すること】 

 UI ターン後の生活で特に重視する項目は、全体の傾向として「仕事の内容」、「給与」が

大きな割合を占める。 

 

「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（仕事）」の単純集計（関心層） 

 

 「出身地」とのクロス集計では、非中山間地域出身の U ターン関心者と I ターン者が、

「給与」よりも「仕事の内容」を重視している結果となった。 
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「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（仕事）」のクロス集

計 

（関心層） 

【生活環境に関すること】 

 生活環境に関する重視項目について、全体の傾向をみると、「人間関係」が 23.0%で１位、

次いで「自然環境」21.5%、「生活費」19.1%となった。 

 

「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（生活環境）」の単純集計（関心

層） 
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「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（生活環境）」のクロ

ス集計（関心層） 

【医療福祉、教育・子育てに関すること】 

  単純集計による全体の傾向は、大半が「医療機関の数や医療レベル」、「医療機関へのア

クセス」を重視していることである。 
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「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目（医療福祉、教育・子育て）」の単

純集計（関心層） 

 

 中山間地域出身者が、医療機関をより重視している傾向があり、検討層と同様の結果であ

る。 

 

「出身地」×「UI ターン後の生活を考えるうえで特に重視する項目 

（医療福祉、教育・子育て）」のクロス集計（関心層） 

今後の UI ターン意向 

 今後の UI ターン意向について、U ターン／I ターン別にみると、U ターン関心者のほう

が I ターン関心者に比べて「絶対に UI ターンしたい」と「できるなら UI ターンしたい」

の割合が高く、UI ターンの意思が高い。検討層と同様の結果である。 
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「U ターン／I ターン」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（関心層） 

 

 次に、「U ターン／I ターン」×「年代」との多重クロス集計の結果を示す。 

 U ターン関心者についてみると、年代があがるにつれて UI ターン意向が高まる傾向があ

り、これは検討層と同様である。以降が低くなるのが「40 代」である点が、「30 代」で低く

なっていた検討層との差異である。 

 

U ターン：「年代」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（関心層） 
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I ターン関心者についてみると、年代が高くなるにつれて意向が高くなる傾向はそこま

で見られず、検討層と異なる結果となった。 

 

 

I ターン：「年代」×「今後の UI ターン意向」のクロス集計（関心層） 
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・ U ターン関心者のほうが、I ターン関心者よりも、UI ターンの意向が高い。 

・ UI ターン意向のあるものは、U ターン関心者は 70.1%、I ターン関心者は 47.8%。 

【ポイント】 



「絶対に UI ターンしたい」「できるなら UI ターンしたい」と回答した方にお聞きします。UI ター

ンを希望する時期について教えてください。 

 希望する時期は、「絶対に UI ターンしたい」と回答した方はその多く（U ターンで 100%、

I ターンで 85.2%）が、「おおむね半年以内」と回答した。 

 

 

 

UI ターン意向×UI ターンの希望時期のクロス集計（関心層） 
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島根県以外に UI ターンを検討している地域の有無 

UI ターン検討地域の有無の結果をみると、U ターン関心者は 8 割以上が「ない」と答え

ており、大きな傾向は移住検討層の結果と同様である。 

 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン検討地域の有無」のクロス集計（関心層） 

 

  

29.4

17.7

34.6

70.6

82.3

65.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=540)

Uターン(n=164)

Iターン(n=376)

あなたは島根県以外にUIターンを検討している地域がありますか。

ある ない



島根県以外に UI ターンを検討している地域はどこですか。複数ある場合は最も関心の高い

地域（都道府県）を１つ選んでください 

最も割合の高い検討地域は中国地方で、なかでも特に鳥取県の割合が高い。 

移住検討層と同様の結果である。 

 

「島根県以外に UI ターンを検討している地域」の単純集計（関心層） 

 

 

「U ターン／I ターン」×「島根県以外に UI ターンを検討している地域」クロス集計 

地域 都道府県名 件数 割合 地域 都道府県名 件数 割合
北海道地方 北海道 10 6.3 三重県 1 0.6

青森県 2 1.3 滋賀県 4 2.5

岩手県 0 0.0 京都府 1 0.6
宮城県 2 1.3 大阪府 5 3.1
秋田県 2 1.3 兵庫県 10 6.3
山形県 1 0.6 奈良県 1 0.6

福島県 1 0.6 和歌山県 3 1.9
茨城県 0 0.0 鳥取県 20 12.6
栃木県 2 1.3 岡山県 10 6.3
群馬県 3 1.9 広島県 10 6.3
埼玉県 0 0.0 山口県 5 3.1

千葉県 2 1.3 徳島県 1 0.6
東京都 4 2.5 香川県 3 1.9
神奈川県 1 0.6 愛媛県 12 7.5
新潟県 1 0.6 高知県 2 1.3
富山県 1 0.6 福岡県 6 3.8

石川県 0 0.0 佐賀県 0 0.0
福井県 0 0.0 長崎県 2 1.3
山梨県 1 0.6 熊本県 2 1.3
長野県 8 5.0 大分県 3 1.9
岐阜県 0 0.0 宮崎県 1 0.6

静岡県 1 0.6 鹿児島県 1 0.6
愛知県 1 0.6 沖縄県 13 8.2

159 100合計

近畿地方
東北地方

関東地方

中国地方

四国地方

中部地方
九州地方

6.3

3.4

6.9

5.0

6.9

4.6

7.5

6.9

7.7

8.2

13.8

6.9

15.7

6.9

17.7

28.3

48.3

23.8

11.3

3.4

13.1

17.6

10.3

19.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=159)

Uターン(n=29)

Iターン(n=130)

島根県以外にUIターンを検討している地域（全国８区分）

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州



（関心層） 

 

現在の就学・雇用形態（正社員・パート等）等（SA） 

U ターン関心者、I ターン関心者ともに、最も高い割合を占めるのは「会社員（正規）」

である。U ターン関心者のほうが、「会社員（正規）」の割合が高く、検討層の結果と同

様である。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の就学・雇用形態」クロス集計（関心層） 

 

現在の業種 

 全体の傾向として「製造業」が最も割合が高い（11.2%）。 

 「U ターン／I ターン」とのクロス集計をみると、検討層でみられたような「情報通信業」

の差は見られなかった。 
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53.7

47.6
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6.1
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8.9

9.1

8.8

11.1

11.0

11.2

2.0

1.2

2.4

7.2

6.1

7.7

2.0

3.7

1.3

4.3

4.9

4.0

5.9

4.3

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=540)

Uターン(n=164)

Iターン(n=376)

現在の就学・雇用形態（正社員・パート等）等

会社員（正規） 会社員（派遣・嘱託・契約） 公務員

パート・アルバイト 会社役員 自営業

学生 専業主婦（主夫） 無職



 

「U ターン／I ターン」×「現在の業種」クロス集計（関心層） 

 

現在の住まい 

 多数派が「賃貸アパート・マンション」であり、検討層と同様の結果である。 

 

「U ターン／I ターン」×「現在の住まい」クロス集計（関心層） 

 

UI ターン後に希望する住まい 

 U ターン関心者、I ターン関心者ともに、「賃貸アパート・マンション」と回答する割合

が最も高い結果となった。 
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5.7

4.5

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=419)

Uターン(n=134)

Iターン(n=285)

現在の業種

農林水産業 鉱業、採石、砂利採取業 建設業

製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業・郵便業 卸売業・小売業 金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業 宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉

複合サービス業 サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く）

その他
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0.6
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全体(n=538)

Uターン(n=163)

Iターン(n=375)

現在のお住まいについて教えてください。

新築持ち家（一戸建て） 中古持ち家（一戸建て） 貸し家（一戸建て）

賃貸アパート・マンション 分譲マンション 公営住宅

社宅（共同住宅・寮等） 親の家 その他



 

「U ターン／I ターン」×「UI ターン後に希望する住まい」クロス集計（関心層） 
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28.5

2.2

2.5

2.2

2.4

1.2

3.0

0.7

0.6

0.8

7.9

19.0

3.0

17.4

13.5

19.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=535)

Uターン(n=163)

Iターン(n=372)

UIターン後に希望するお住まいについて教えてください。

新築持ち家（一戸建て） 中古持ち家（一戸建て） 貸し家（一戸建て）

賃貸アパート・マンション 分譲マンション 公営住宅

社宅（共同住宅・寮等） 親の家 特にこだわりはない

その他



現在、島根県内の地域や活動とのつながりはありますか。または、つくりたいですか 

 

「U ターン／I ターン」×「島根県内の地域や活動とのつながり」クロス集計（関心層） 
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現在、島根県内の地域や活動とのつながりはありますか。

ある 現在はないが、つくりたい ない



あなたはUIターン情報の収集に関し、以下の情報・サービス等を利用したことはありますか。

それぞれの情報・サービスについて利用頻度を教えて下さい。 

 

 

  

16.6 

4.1 

12.5 

4.0 

7.3 

6.1 

3.0 

2.8 

4.8 

4.6 

8.8 

11.2 

3.3 

32.9 

11.4 

29.4 

17.9 

23.1 

16.8 

14.3 

11.9 
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定住財団サイト「くらしまねっと」(n=523)

定住財団サイト「しまっち！」(n=507)

自治体のホームページ(n=513)

企業のホームページ(n=504)

マイナビ等の転職サイト(n=506)

定住財団や自治体等が発行する情報誌(n=505)

テレビ・新聞・雑誌の記事・広告(n=497)

UIターン相談（常設窓口）(n=504)

UIターン相談（移住イベント等）(n=504)

ふるさと回帰支援センター(n=499)

友人・知人からの口コミ(n=499)

家族・親族からの情報(n=499)

UIターン情報の収集｜その他(n=397)

UIターン情報の収集に関して利用した情報・サービス等

何回も利用している １～２回利用したことがある 知っているが利用したことはない 知らない



島根県および（公財）ふるさと島根定住財団が実施する以下の情報・サービスを利用したこ

とがある方にお聞きします。それぞれの満足度を教えてください 
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定住財団サイト「くらしまねっと」(n=479)

定住財団サイト「しまっち！」(n=466)

定住財団や自治体等が発行する情報誌(n=464)

UIターン相談（常設窓口）(n=458)

UIターン相談（移住イベント等）(n=462)

その他の情報源(n=303)

UIターン情報の収集に関して利用した情報・サービス等

とても満足 概ね満足 やや不満 とても不満 わからない・利用したことがない



ヒアリング調査の結果 

回答者属性の概要 

No. 性別 年齢 出身 現住所 家族構成 

U-1 男性 25～29 歳 松江市 京都府 配偶者と２人 

U-2 女性 30～34 歳 松江市 神奈川県 配偶者と子ども 

U-3 男性 50～54 歳 隠岐の島町 長野県 配偶者と２人 

U-4 男性 55～59 歳 益田市 東京都 単身 

I-1 男性 45～49 歳 岐阜県 岐阜県 配偶者と子ども 

I-2 女性 55～59 歳 大阪府 大阪府 単身 

 

U ターン関心者の傾向 

 U ターンに関心を持ったきっかけとしては、親の介護やよりよい子育て環境といった

家族の事情とする回答が多くみられた。 

 実現に向けた課題として、仕事面の条件を満たすことや、家族の了解を得ることなどを

挙げており、現実的なハードルの高さが窺えた。 

 インターネットや UI ターンフェアなどのイベントを通じて情報収集をしているが、定

住財団による直接の支援は受けていない状況であった。 

 

I ターン関心者の傾向 

 どちらの方も島根への地縁・血縁はなく、島根県への旅行によって移住に興味を持った

とのことであった。 

 現在の仕事を辞めるタイミングでの移住を検討されており、新たな仕事を見つける必

要がある状況であった。 

 インターネットや UI ターンフェアなどのイベントを通じて情報収集をしているが、定

住財団による直接の支援は受けていない状況であった。 

 

 

 


